
51^1日八闩は

乂ボ33 

い!043

株式会社311巳八8じ
，96国9

本資料は、2017年4月以降に印刷したものです。 07321八



51^10131=11^

まえがき 目 次

本書は，’ 96年9月の新型サンバー発売に際し，既販車との相 

違点の技術的内容並びに整備要領を解説したものです。下記資 
料と併せて，本書をご熟読の上，サービス並びに販売活動にご 
活用いただきますようお願い申し上げます。

51^111131^1^^^0新型車解説書 ，96,9 117321八
51=1111131=11^^^0電気配線図集 ，96,9 乂7321八

51=1關1=11^660電子制御装置 ’96.9卩7321八
トフブルシューテイング 動力伝達システム

ミ減自艺淡ン::ぐ^Vベ'夕“ぞ微:淡

なお，本書の内容は1996年9月発売の車両を基に作成してあ 
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

国車両型式一覧表
注）㈠只：ハイルーフ

3 :標準ルーフ
※印：受注生産

ボディ 車両型式 エンジン 駆動方式 グレード
トランス

ション

車 両

型式記号

0？
-ド

類別区 

分番号

開側両

標
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ハイル丨フ
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

車種名称
エンジン

型 式

トランスミッション

型 式

フロントデフ

型 式

(識別番号）

主要装備

X
ア

ン

パ
7
ス

尸
ホ
イ

1
ル
ア
ク
ス
ル

ア
デ
フ
V
ヅ
ク

回
転
対
座
シ

1
卜

人
6
3

サンバートラック

070乂㈣八〇

1^601八八3人0

0

芒1^070ゾ心八0

EN07^VN6AA
〇

サンバートラッククラシック

サンバートラック
矜1^07丫ゾ06八0 13401叩6人丑

丑1^070乂別80

11^601八人3八0
サンバートラックハイルーフ

EN07^VN6A0

〇

サンバートラック4*0

兄”070乂1；6八0
1^6 018入6入0

07 0 〇

丘？^070ゾ116八0 1^6018八600 〇 〇

サンバートラッククラシック4抓 070 1^6016入6入0

サンバートラック 4^0 丑1^07丫ゾ1；6入0
丁界601836入0

丁评60188600 〇 〇

サンバートラックハイルーフ4界0

已1^070乂1；6八0
1^6018人6人0 VX2FEN

已1^07〇乂1；6八八 〇

兄1^070乂1；6八0 1^601600 〇 〇 響

サンバーパネルバンハイルーフ
51^070从1^6八0 11^1601八入3八0

丑1^07？ン06人0 16401尺08八丑

サンバーバン
070乂㈣八〇 1^601人入3人0

サンバーバンハイルーフ
61^07？从06人0 7840 11^06人覎

1^601人八3人0

〇

EN07^VN6A^ 0 〇

サンバーバンクラシック 070从㈣入八 〇

サンバーバンハイルーフ 16401別6入芭
0

〇 〇

サンバーバン3丁0 4^0 丑1^07？乂1；6入0 丁腳〇10八6人0 VX2FEN
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧
泰 麝

※印：受注生産

ボディ エンジン 駆動方式 グレード
トランス

ミツシヨン

車 両

型式記号

0？
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

車種名称
エンジン

型 式

トランスミッション

型 式

フロントデフ

型 式

(識別番号）

主要装備

X
ア
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パ
フ
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ス
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ア
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

[特販車：赤帽，」八〕

ボディ 車両型式 エンジン 駆動方式 グレード
トランス

ミツシヨン

車 両
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0？
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1-6



車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

車種名称
エンジン

型 式

トランスミツシヨン

型 式

フロントデフ

型 式

(識別番号）

主要装備

エ
ア

ン

パ
フ
ス鬌

ホ
イ

1
ル
ア
ク
ス
ル

リ
ア

フ
V
ヅ
ク

回
転
対
座
シ
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人
6
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サンバートラックハイルーフ4帅

1^601八人3入0

サンバートラックハイルーフ赤帽
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五1^070乂1；680
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070VI；600
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EN07^VN600 ，801八入3人0

圮1^07”0600 124011^06入五
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五\07？从1；600 1^6018人8八0 VX2FEN

サンバーバン赤帽
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

I車両型式記号の説明

8〜2胃5速十^
(№1)

0.2稱瓦(^十似
(腿）

£…4響5速十似
№1)

II…4胃丑乙5速十撤

5速+ 80

8:…2醫5速十80；

评…仏クラシック 
8…8丁1)スペシャルII 
1-8X1)
2…80乂
4…01技3 8 
5…01&811
6…01&81レマレツサ

3…二万開 
5…5ドア

卩…標準ルーフ

3-660 2冊

8…トラック

し“2稱瓦0冗十80 

IV[…2衝5速十似，
(0肛し）

N…4觀丑乙5速十似
(。狂 1*1))

8…听4觀瓦(：\^十80 

丫…⑽4界0 5速十80

I；…80又クラシック 
7…〇诅31レクラシック 
8…0ヒ8 82

〇…赤帽
3…811) 2シータ 
レ"赤帽2シータ

8…パネルバン 
〇…サンサンルーフ

ハイルーフ

4-660 4^

V…ノ《ン，パネルバン,
01狂8

冗…軽シリーズ

ソ…平成2年排出ガス規制適合車
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

エンジン型式記号の説明

〇…ム/〇，卩/3なし標準 
入…ふ/〇付（^0+178付を含む) 
〇…ふ/〇,卩/8付

八…標準 〇…赤帽

1—2—3…本書では6を使用

〇…巧〇冗 I；…3/X 4卿5縱
N…1111 2胃51^丁（附4ガ0 51\^共用）

マ…商用系

0…キヤブレータ レ，，1^0 
了…80五1\1？1 罗…瓦腿

07…66000

軽系4気筒

丑…エンジン (注）8斤：セレクテイブ
僧：フルタイムの略号

トランスミツシヨン型式記号の説明

〇…〇〇】サークリツプどめ十セレクトレバーボリユ
ーム 11？

瓦…〇〇ぴサークリツブどめ十インヒビタ8\ワ付十コン 
トロールケーブル自動調整

ん"標準 1)…デ70ツク十フリーアク刀咐
8…デフロツク付

1—2—3—4…本書では3，5，6を使用

入…”八エンジン £…80，エンジン
〇…赤帽用エンジン 1)…撤，£№1

ん”51\^只只2界〇 冗〜5噩丁ド汀4^0
6”见十5證8斤4補价巧〇冗皿2邪 
0-5^ 8斤4\^0 卩…瓦〇冗孖汀4^0

1…サンバー660系トランスミツシヨン 

60-^ (メーンシャフト〜ドラピン間）
40-^0^ (プーリ芯間 <140〉を下2桁で表示）

£…2觀丑。—盟…2觀爾卜卩斤4彻] 
丁…尸斤4觀丑〇冗 界”價4響遞

丁…トランスミッシヨン
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

打刻番号の位置

ペイントカラーN1〇.ラベル 
(例）

トランスミッション製造N0.ラベル 
(例） 949987

トランスミッション型式ラベル 
(例）腦01八八3八0

9車台番号（刻印）
(例）防3423001黒皮のまま 
(右側フレーム外側面中央）

參エンジン型式（錶出し） 
(例）EN07 
(シリンダブロック上面)

#エンジン製造N0.(刻印) 
(例） 624266

打刻開始1^1〇.

ぐ車 両〉 ぐエンジンン ぐトランスミッション〉

^33 123001 £N07 624266 屬〇

[<34 305201 ぐ注記ン 谓60 ^ 949987
^3 191701 £N070 (キャップ)，£N07丫 丁丫60 /

心4 157001 (30砂07し(1^0)の区分な

く混合連番で採番している。

1840

114〇.

(

、 035784

%
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エンジン
変更項目のみ記載，記載なき項目は，既刊の 
新型車解説書-整備解説書を参照して下さ

い0

2—1エンジン概要

II概要.仕様.......................................................24

2-2エンジン点検.調整

國整備要領”........................................................2-3

スパークプラグ..........................................2-3

2—3 エンジン主機

II構造.作動.......................................................2-4
2 — 4 エンジンクーリングシステム

国構造づ乍動.......................................................2-5

2—5 エアインァークシステム

国構造，作動.......................................................2-6

2——6 フューエノレシステ厶

圓構造，作動.......................................................2-1

2—7エンジン補機

國構造.作動.......................................................2-5

2 — 8 エンジンエレクトリカル

國構造，作動..................................................2-9

画主要変更点

⑴赤帽キャブレータおよび1^0エンジンの点火システムは，デイストリビュータ方式から0乙1 (デイストリビュ 

一夕.レス.イダニッシヨン）方式に変更した。また，スパークプラグは白金プラグを採用した。

⑵80-エンジンの燃料噴射システムは，シーケンシャル噴射から2グループ噴射に変更した。

(3)全エンジンのシリングブロック各部をリブの追加，肉厚アップ等により補剛し，静粛性の向上をはかった。

⑷全車のエンジン制御用水温センサとインパネ内水温メータ用のサーモゲージを一体化した。これに伴い， 

コネクタを2極から3極に変更した。

⑸30』訄朽エンジンの圧カセンサ取付場所を車体側からエンジンのインテークマニホ“ルドコレクタ側に変更 

，した。

⑹キャブレータおよび丨のエアコン付車に，エンジンルームカバーを追加した。

⑺キャブレータのエアコン，パワステ付車（追加車種）のオルタネータには，出力50八のものを採用した0 

⑻上記（4)項やセンサ端子数の変更に伴い，NA-E]V[F1, 80-冗皿朽エンジンのハーネスを変更した。

2^1



^2 —1| ,エンジン概要

臞概要づ士様

⑴80』皿エンジンの燃料噴射システムは，シーケンシャル噴射から2グループ噴射に変更した。

⑵赤帽キヤブレータおよびエンジンの点火システムは，デイストリビュータ方式から01^1 (デイストリ 

ビュータ.レス.イグニッシヨン）方式に変更した。また，スパークプラグは，長寿命化の白金プラグを採 

用した。

く仕様ン

エンジン £N070
(问八-キャブレータ）

日1\1〇7ド
(NA-EIVIFI)

巳1\1〇7丫
(30-日，)

日问〇7し

シリンダブロック 直列4気同横置-
総排気量（⑺） 658
内径X行程（111111) 56.0X66.8
弁 機構 80110 2バルブ（…，瓦又父各1)ロッカアーム方式

燃料供給方式
キヤブレータ

(ベーン式可変べ)
レチュリ )

(電子制御式燃料噴射）
2グループ噴射

ベーバライザ/
キヤブレータ

燃料の種類 無鉛レギュラーガソリン ガス/無鉛レギユ 
ラーガソリン併用

点火 方式

〈赤 帽〉
01^1方式

(遠心真空式進角） 
〈赤帽以外〉

デイス配電方式 
(遠心真空式進角）

クランク角センサ付丑〇玎コントロール

(電子式）

〇以方式
(遠心真空式進角）

点 火 順 序 #1-#3-#4-#2
圧 縮 |比 9.8 9.8 8.3 9.8
巳（3 1=(システム 有 姐

ハ、、
姐
ハ、、 有

〔注記〕エンジン出力は，従来車と同じ。
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整備要領，スパークプラグ

点検，交換

キヤブ赤帽およびエンジンのスパークブラ 

グは，長寿命化の白金プラグを採用した。

点検する場合には，電極部を破損しないよう注 

意して取り外すこと。

スパークプラグ仕様

£N070 (赤帽用のみ) 
£N071 (1 ？ 6)

吓闩68-11
白金合金 
チップ付き

くスパークプラグ点検要領〉

(1)スパークプラグは，下記項目を点検し，必要 

に応じて，清掃，修正，または新品に交換する。 

^電極部の汚れ，^電極部のすき間，
鲁

參

ターミナル損、傷

堆積物の有無，.碍子絶縁部のひび割れ，擊
ガスケットの損傷

白金チップ

汚れ，損傷

ひびわれ 損傷
ガスケットの損傷

(2) 電極部が汚れている場合は，ワイヤブラシで

清掃する。
(3) 電極のすき間（ギャップ）

右表の基準値を外れている場合は，スパークプ 

ラグギヤップゲージを用いて調整する。

電極のすき間（ギャップ)

ギャップ基準値（⑴⑺） 1.0〜1.1
交換 時期 80,0001<171毎

ぐ取付けン

スパークプラグをプラグレンチに挿入し，ブラ 

グ座面まで指先で仮締めした後，プラグレンチハ 

ンドルで締付ける。
參 スパークプラグ締付けトルク

丁 | 20.6 土 2.91^.111〔2.1 土 0.31^.111〕
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臞構造，作動
シリンダブロック

全エンジンのシリンダブロック各部にリブを追加，肉盛り等により剛性アップを行い静粛性の向上をはかっ

た。

(下図，@：リブ追加，⑧：肉盛りによる厚さアップ，⑥：クランクメインジャーナル支持部の肉厚アップ等）
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2—4 エンジンクーリングシステム

国構造，作動

---------------フ]〇皿センサ---------------------------------------- ------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------- ---------------------------------- --- ---

く⑸八-日閽以30モ！\；1円〉

E]V[朽全車のエンジン制御用水温センサとインパネ内水温メータ用のサーモゲージを一体化した水温センサ 

を採用した。これに伴い，コネクタを2極から3極に変更した。

——アウトレツトハウジング-------------------------------------

く…モ帆8(：モ1^1〉

⑴上記，水温センサの一体化に伴い，サーモゲージ 

を廃止したため，アウトレットハウジング側ネジ部 

をなくした。（右図八部）

⑵圧カセンサの取付け場所が車体からエンジンに変 

更されたため，ホース支持用クランプおよびネジ穴 

を廃止した。（右図3部）（80ぉ诞？1のみ）

サーモカバー

ラジェータファン制御をサーモスイツチによる制御 

から芯011制御に変更した。これに伴い，サーモカバー 

上のサーモスイツチおよび取付用ネジ穴を廃止した。
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2—5 エアインテークシステ厶

國構造^作動
----------インフー——クマニホーノレド------------------------------------

く3〇モ1\；1円〉

圧カセンサの取付場所を車体側からエンジン側に変 

更したことにより，圧カセンサパイプ支持用ステーを 

廃止したため，インテークマニホールド側のネジ穴を 

なくした。

—イ、ノっ クマニホールドコレクタ---------------------

圧カセンサ取付方法の変更により，インテークマニ 

ホールドコレクタのネジ穴位置を変更した。

また，インテークマニホールドステー取付用ボスの 

形状を変更した。

く3〇4剛〉

圧カセンサの取付場所を，車体側からエンジンのイ 

ンテークマニホールドコレクタに変更した。

これに伴い，圧カセンサ取付用ネジ穴を追加した。 

また，従来の圧カセンサ〜インテークマニホールド 

コレクタ間のバキュームホースは，廃止した。

圧カセンサ 
取付穴
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2—6 フューエルシステム

国構造，作動
-----------スロットルボディ-------------------------------------

く30モ1\^丨〉

⑴スロットルセンサを変更し，エ 

ンジンと共用化した。しれにより，コネク 

夕は，3極（従来車は4極）になった。

(2)圧カセンサの取付位置変更に伴い，エア 

コントロールホースの引廻しを変更した。

スロットル
ボディ

——圧カセンサ-----------------------------------------------------------

く NA-EI\/IFI>

圧カセンサの取付方向を変更した。また，これに伴 

い，取付用のブラケットの形状も変更した。

く 30モ1\^1〉

圧カセンサ

イン:？ クマニホールド
コレクタ

エアコントロール
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^2-7 エンジン補機。

国構造.作動

---------- エンジンルー厶カバーふエアコン用ブラケット---------------------------------

エアコンコンブレッサの小型化に伴い，下記内容を変更または追加した。

くキヤフレータ.エアコン付車〉

⑴エンジンルームカバーを追加した。

(2)コンブレッサ支持用ブラケットの形状を変更 

した。

ベルト張力点検

ベルトのたわみ： 5〜6111111バ10扭（④部負荷) 

(継続使用の場合： 6〜7111111710峰）

く问八モ，エアコン付車〉

⑴エンジンルームカバーを追加した。

⑵ベルトテンシヨナを廃止した。（ベルトの張力 

調整は，オルタネータ側で行なう。）

(3)コンブレッサ支持用ブラケットの形状を変更 

した。

ベルト張力点検

ベルトのたわみ： 5〜6111111ゾ10政（@部負荷) 

(継続使用の場合： 6〜711111171〇蛣）

く30乇1\^いエアコン付車〉

(1) コンブレッサ支持用ブラケットの形状を変更した。

(2) ベルトテンシヨナの構造を変更した。
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2 — 8 エンジンエレクトリカル

国構造^作動

オルタ不ータ

(1)新規追加のエアコン，パワステ付キャブレータ車 

には，出力50八のオルタネータを採用した。

⑵NA-E]V[F1および80ポ訄？1エンジンのオルタネー 

タコネクタは，丸型3極から角型2極に変更した。 

(右図)

一…..酬
№11
\ デ^^

ぐ仕様ン

車 種 公称出力 プ—リ メーカ 識別
キャブレータ車 （八/〇，卩無） 45八 ((>60, Vベルト 日本電装 黄緑
キャブレータ車（八/0：有，1^/8：無） 45人 ¢50,ポリVベルト 日本電装 紫
キャブレータ車 （八/〇，卩/3：有） 50八 ¢50，ポリVベルト 日本電装 主

N八モIV！卩1および3 0 -日IV！ ？1車 55八 ¢52.5,ポリVベルト 三菱電機 里ハハ

八/〇:エアコン，口/3：パワステ

——オルタネータブラケット------------------------------------

くキャブレータ車〉

エアコンコンプレッサの変更に伴い，オルタネータ 

ブラケットの一部を形状変更し，エアコン用ステー取 

付ネジ穴を追加した。（右図八部）

八
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構造^作動エンジンエレクトリカル

一一点火システム-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -—

くキャブレータ，赤帽車および1^6車〉，

上記車両の点火システムは，デイストリビュータ式からイグニッシヨンコイルにより直接各点火プラグに配 

電する01^1 (デイストリビュータ.レス.イグニッシヨン）式に変更した。

この01^1システムのスパークプラグは，白金プラグを採用した。また，点火方式は#1-称も#2-#3をグル 

ープとした2気筒同時点火方式である。.

(1)1)し[システム

コイルで発生した2次電圧を直接各気筒へ配電する。 

この時，#1,#4および#2，#3のペアで同時点火 

となる。

-ブレーカシステム：フルトラ式 

^進角方式：カバナ灸バキューム進角

(2)部品構成図
I

イグニッシヨンコイル（車体側取付)

#4 #3 #2 #1

白金ブラグ適用品番：卩ド只63-11

ブラケッ

イグニッシヨンコイル

イグニッションコイル
キャップ

(3)整備作業時の注意事項

① 点火時期調整は，ブレーカで行なう。また，調整方法，数値は従来車と同じ。

② イグニッションコイルキャップは，確実に取付けること。（作業終了後再点検する。）

③ ハイテンションケーブルを取付ける場合，各ケーブルのクリアランスは5111111以上確保すること。 

また，ケーブルの引き廻しを間違わないこと。
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構造，作動エンジンエレクトリカル

エンジンハーネス

水温センサとサーモゲージの一体化，センサ端子数の変更等に伴い，エンジンハーネスを変更した。

<NA-EI\/IFI>

150

く 30モ1\^1〉

圧カセンサ
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動力伝達システム
変更項目のみ記載，記載なき項目は， 
既刊の新型車解説書および整備解説書を 
参照下さい。

〔1〕マニュアルトランスミッション...........................................3-2

国仕様.............................. 儀........................................ .................3-2

国構造.作動.............................................................................. 3-3
〔2〕ギヤシフトシステム…“.....................  3-4

I .......................................................................................... 3-4

II整備要領..................................................................................3-4

〔3〕日〇ソ丁 ...........   3-5

1. E^VT (単体）脱着.......................................................... 3-5
2. 丁巳40型，7740型............................................. ....... .……3-6

圓構造，作動........................................................ 3-6

II整備要領.............................. 3-6

〔4〕ドライブシステムふアクスル.............................................. 3-9

I 願...................................................................................... “3-9
(1) フロントアクスル.............................................................. 3-9

(2) リヤアクスルシャフト...................................................... 3-9

〔5〕クッションラノく一 ............................................ 3-10

国概要"".................................................................................3-10
〔6〕カバー（エキゾースト）...................................................... 3-10

国概要...................................................................................... 3-10

I主要変更点

⑴37X4^0の211(1ギヤにダブルコーンシンクロを採用し，シフト操作性を向上させた。

⑵撾丁車のギヤシフトレバー八88丫支点部の構造を変更した。

⑶丑〇マ丁のスチールベルトのコマ厚さを変更した新開発ベルトを採用した。これに伴い，ブーリアライメント調 

整時のシム厚さ選択巾を変更した。

⑷冗〇冗単体脱着作業手順の一部を変更した。

(5) 2界0車フロントアクスルのハウジングまわりの構造を変更した。，

(6) リヤアクスルシャフトジョイントをから001に変更した。
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マニュアルトランスミッション

〕マニュアルトランスミッション 仕様

8/丁 4^0車のトランスミツシヨンの211¢!ギヤにダブルコーンシンクロを採用し，シフト操作性を 

向上させた。これに伴い，トランスミッション型式を変更した。

く仕様〉

\ 車種

2^0 3/1 稱 0

巳し十51\；1丁 5^17 5^17

(キ？ブ，) 30

(日㈣ (キャブ，日1\；^し1^6)

30

㈣卩〇 缶剛）

30

㈣卩!）

30

(日㈣

〆/ デフロック付 デフロック㊉ 
フリーホイール 
アクスル付

〆 デフロック㊉ 
フリーホイール 
アクスル付 〆〆

トランスミッション型式 顶601 爾601 雷601 雷601

6入630

1^601

600

1^601

刪仙

1^601

63600

1^601

1)入6仙

腎601 巧601

丑：85仙

巳し 5.888 ^— ^— ^— ^—

変 1纪 4.090 ^— 4 ― ^ 一 <— ^— <— 一 -4—

2门づ 2.470 <― <— <— <— -嚓一 <— <—

速 3 1.615 ^—- 4— <— -4— ^— ^— 4一

4出 1.125 嘁一 <— ^— ^— -4— -4— ^—

比 5111 0.861 ^— - ^— ^— -4— ^--------

闩0ソ 4.166 <— 5.866 く— <— ^—- <—

トランスファギヤ比 0.269 ^— ^— 0.270 ^— 0.269 0.270 0.270

ファイナルギヤ比 6.500 6.166 6.500 ^— <— 6.166 6.500 广6.166 6.166

スピードメータギヤ比 6.000 5.600 6.000 ^ - ^— 5.600 <— 6.000 5.600 5.600

使用
オイル

タイプ スバルギヤオイルエクストラ75/80 (〇し4)

量⑷
()：交換時

約2.0

(約1.9)

約2.3

(約2.1)

約2.4

(約2.2)
<—

約2.3

(約2.1)

約2.4

(約2.2)

約2.1

(約1.9)

約2.3

(約2.1)

約2.2

(約2.0)

〔注記〕參8斤：セレクティブ，卩/!1:フルタイム

鲁 交換時油畺は，暫定量のため，給油口にて必ず確認すること。

オイルレベル
給油プラグ穴 
下面まであること

オイルレベル

給油プラグ穴
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マニュアルトランスミッシヨン 構造，作動

圓構造，作動

く…稱〇日し十51\；1丁車〉

トランスミツシヨンの2x1(1ギヤにダブルコーンシンクロを採用した。

シンクロセット 
(ダブルコーン)

3“ ドリブンギヤ ギヤスラスト
スペーサキー
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マニアルトランスミッシヨン ギヤシフトシステム

〔2〕ギヤシフトシステム国概要

，ギヤシフトレバー八8沉の支点部の構造を変更し，機能改良を図った。なお，シフトレバー0？は板金製 

からアルミダイキヤスト製のものを採用した。

^ペダル八88丫公ケーブルの構造簡素化も図った。

圓整備要領

くクリップ組付け要領〉
⑴クリツプ先端を④の溝に入れる。

(2) @矢印方向へクリップを押す。

(3) のの溝にクリップを入れる。

クリツプ

注意
組付け時，損傷なきよう注意すること。 

ブッシユ内外径にグリス塗布。

確実に組付けられたことを確認する。

⑬
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已〇ソ丁 冗〇—(単体）脱着

〔 3〕日〇ソ丁1.E^VT (単体）脱着

クツシヨンラバ1^1マウント直付化に伴い，作業手順を一部変更した0

⑴〜㈤省略[詳細は，’95-10発行07311入ページ3-8〕を参照して下さい。

⑽エンジンをサポートする。

エンジンをガレージジャッキで支持する方法 

でなく（^1^922650000又は市販工具でエン 

ジンを支持しミッションジャッキで下ろす方法 

で実施した。
く参考〉エンジンサボートブリッジ

(市販工具（株）バンザイ製瓦8丑-2)

(39)作業はなし。

/ リヤマウンテイングのサス.クロスメンバ

、固定ボルトを外す。(14X2ヶ所)

⑽リフトアップする。

(41)ミッシヨンジャッキをセツトする。

(43)リヤマウンティングを外す。（14X4ケ所)

+8.8 
61.8-4.9 
「 +0.91

丁 1(>6.3—0.5一

(44) ミツシヨンとエンジンの結合ボルトを外す。 

(1以3ケ所)，（10X1ケ所）

(注）エンジンとクロスメンバ間に木片を挿入し 

当り止めを行う。

(45) ミッシヨンを前に押しながらエンジンとミツ 

シヨンを分離する。

44.1 土 2.9 
〔45±0,3〕

(42)ドセマウンティングを外す。（14X5ケ所)

ミツシヨン側

61.8 土4.9 
^〔6,3±0,5〕

フレーム側
88,2±9,8 

71〔9,0±1,0〕

汪意

，電磁クラッチがドライブプレートに残ってし 

まうと外せないので丑〇マ丁に残し外す。

又電磁クラッチの脱落に注意する。

圓取付け
取外しの逆手順にて行う。
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日〇ソ丁 丁似〇型，㈣妨型構造，作動整備要領

2. 丁840型，1140型

スチールベルト

構造，作動

く已〇ソ丁全車〉

コマ（エレメント）の厚さを変更（薄くした） 

した新開発のスチールベルトを採用し，機能向上 

をはかった。

(補用品のクリップ色：ピンク）

二！マ
スチールバンド

整備要領プーリアライメントの調整要領

—調整----------------------------------------------------

上記新開発のスチールベルトの採用により，プ 

ーリアライメント調整時の管理巾（調整巾）を変更 

した。

プーリアライメントの調整は，プライマリプー 

リの溝中心（ベルト中心）とセカンダリプーリの 

溝中心（ベルト中心）を一致させるために行ない， 

セカンダリプーリ側にシムを入れて調整する。

このプーリアライメントの調整方法は，サイド 

ケース端面からベアリング揷入部までの深さを計 

測し，この値とプーリ本体に記載されている数値 

(寸法）とから，シムの厚さを求めるものである。

くプーリを交換した場合のプーリアライメント調 
整要領〉
(1) サイドケースに付着した油脂等を清掃し，さ 

らにオイルストーンで合わせ面をみがき，特殊 

工具.スタンド00にセットする。

【5 丁 ) 499935600 トランスミッション

スタンド00

498455500 トランスミッション

スタンドアタッチメント

(2) サイドケースに特殊工具.ゲージをボルトで 

固定する。

499575900 ゲージ

⑶寸法測定

特殊工具.ゲージ上面から，サイドケースのプ 

ライマリプーリ側べアリング受け面までの深さ 

とセカンダリプーリ側べアリング受け面までの 

深さを，おのおの4か所の穴より特殊工具.デイ 

ブスゲージで測定する。そして，この4か所の平 

均値を取る。

I 3 丁）498145400 デイブスゲージ

し卩 し5
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日〇ソ丁——呢40型，”40型整備要領

(4)シム厚さを選定す1るための計算式.

^ —人一3 —（！^？一1^8) —24.396

1：:シム厚さを選定する値.

八:プライマリプーリ記載寸法

(プライマリプーリ本体に記載されてい 

る小さい方の数値）

6 :セカンダリプーリ記載寸法

(セカンダリプーリ本体に記載されてい 

る数値）

:ゲージ上面からプライマリプーリ側べ 

アリング受け面までの深さ（前項での 

計測値）

し8 :ゲージ上面からセカンダリプーリ側べ 

アリング受け面までの深さ（前項での 

計測値）

24.396 :定数

⑸計算値により，下表からシム厚さを選定し， 

セカンダリプーリ側べアリング部に挿入する。

計算値1 部品番号
シムの厚さ 

(⑴⑺）

0-0.050 0

0.050〜0.150 803054021 0.10

0.150〜0.250 803054022 0.20 ,

0.250〜0.350 803054023 0.30

0.350〜0.450 803054024 0.40

0.450〜0.550 803054025 0.50

0.550〜0.650 803054026 0.60

0.650〜0.750 803054027 0.70

従来車（旧ベルト）のプーリアライメ

ント調整によるシム厚さ選択時は，上表また 

は次ページの表を使用しないこと。必ず，該 

当車両の整備解説書を使用して下さい。

くサイドケースのみを交換した場合のプーリアラ 

イメント調整要領〉

⑴新旧のサイドケースについて，前項⑴〜(3)と 

同様な方法で，サイドケースのプライマリプー 

リ側ベアリング受け面までの深さ（下図!^)， 

およびセカンダリプーリ側べアリング受け面ま 

での深さ（下図!^)を計測する。

匕 I 3 丁）499575900

—釀錢;圓纖麵^纖圓漏^國资ぷ

サイドケース

(2)シム厚さを選定するための計算式

1^0二（ぴ一1^3)

し〇二計算値

プライマリプーリ側べアリング受け面ま 

での深さ

セカンダリプーリ側べアリング受け面ま 

での深さ

計算は新旧両方のサイドケースについて行い， 

旧のサイドケースの計算値を

新のサイドケースの計算値を1^)2 

とする。

⑶シムの選定

計算値がプラス（十）になるように（1^1一し〇2) 

または，（1^02 — 1^1)のどちらか一方の式を使 

い計算する。
この計算結果により，次ページの表からシム 

の厚さを選定する。
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日〇ソ丁 丁640型，”40型整備要領

一調整-------------------------------------------------------

# (1^〇2—1^〇1)で計算した場合

(単位： 311111)

ケース1 〇- 1^2-1^01 く 0.050の時

旧のサイドケースのセカンダリプーリ側に使用さ 

れていたシム（以下旧シム）と同じ厚さの新しい 

シムを使う。

ケース2 0.050 ^ 1^02—1^1 く 0.150の時

旧シムより0.10薄い新しいシムを使う。

ただし，旧シムが0.10の場合は，シムを入れる必 

要はない。

ケース3 0.150 ^ 1^2-1^01 く 0.250の時

旧シムより0.20薄い新しいシムを使う。

參(^1-^2) で計算した場合

ケース4 0 ^ 1^01-1^2 く 0.050の時

ケース1の場合と同じ。

ケース5 0.050 ^ 1^01—1^2 く 0.150の時

旧シムより0.10厚い新しいシムを使う。

ケース6 0.150 ^ 1^1 — 1^02 く 0.250の時

旧シムより0.20厚い新しいシムを使う。

-シムの厚さ

部品番号 シムの厚さ（⑺⑴）

803054021 0.10

803054022 0.20

803054023 0.30

803054024 0.40

803054025 0.50

803054026 0.60

803054027 0.70

3-8



ドライブシステムもアクスル------ 2^1) - 4^0 (リャドライブ)

〔4〕トフイフシステ厶ゐアクスル國概要（1)フロントアクスル

(2)リヤアクスルシャフト
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クッションラバー！>181カバー（ェキゾーストし…闩)

〔5〕クッションラバーし㈠国概要

鲁クツシヨンラバー1^11をクロスメンバー0？に直付化し仕様統一を図った。（全車共)

〔6〕カバー（ェキゾースト闩）国概要

鲁カバー（ェキゾースト1^只）を廃止した。（80車除く全車)

3-10



4 シャシ
変更項目のみ記載，記載なき項目は， 
既刊の新型車解説書および整備解説書を 
参照下さい。

4—1 サスペンション

国仕様.......................................................................................... 4-2
4—2 ステアリング

II仕様.......................................................................................... 4-3
4 — 3 タイヤふホイール

〔1〕タイヤふディスクホイール.......................................... ……4-4

〔2〕ホイールキャップ.................................................................. 4-4

国主要変更点

4-1 サスペンション 

#アライメント仕様を見直した。

4-2ステアリング
，バン系ハイルーフ(グレード名かろやか）にパワーステアリングをメーカー0？展開した0

4一3タイヤゐホイール
-新デザインのフルホイールキャップを展開した。
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車 種

ばね定数（㈣胃)

ラック

2^0

心 30

4衝

30

パネルバン

2*0 獅

50

3.5

減衰力
(㈣）

〔伸び縮み〕

0.1^75

0.3171/5

ばね定数（ヒ^/⑴⑴)

形 式

外 径（圓)

67/45

142/62

バ

2^0

心 50

4\^0

心 30

3.5

40

ディアス系

2\^0
ハイ
ルーフ

3.5

サン
ルーフ

2.8

4\^0

似

3.5

30

2.8

^—

備 考

<—

※中実.トーシヨンバー

¢18

※ディアスII (88只 

付）又はディアス 

系80車のみ展開

ばね定数⑴) 6.0 6.0 4.5

最大 長（111171) 444

最 小 長 I睡) 278

減衰力
(邮）

〔伸び纖み〕

0.1阳/5 50/25

0.3^8 80/40

高 さ ：1*1(誦) 70

形 状 0タイプ 八 3 八 丑

65.5

8タイプ

ヘルパ形状

八タイフ。 8タイプ

円

0タイフ6

ゴムリング
㈠

キ ヤ バ 土 45 ‘

キ ヤ ス 夕 3° 5〇, 土 1〇

卜 一 沉1 土 3111111

サイドスリップ 01112 ±3111111/111

地上高

(171111)

12,バイアス

(5.00-12)
338土 12

12.ラジアル
(145闩12) 

(135/95円12)
321 土 12

12'ラジアル

(1553012)

12,ラジアル

(14531=112)

321 土 12

321 土 12

キ ヤ バ 0° ら〇' ± 1°

ー イ 11^ 1 ±3x11111

サイドスリ ヅ プ 11^ 1 土 3111113/111

地上高

(酬）

12,バイアス

(5.00-12)
299 ±12

12#ラジアル
(145012) 

(135/95闩12)

286 土 12 

299 ±12

1ざラジアル 

(1553012)

1ざラジアル

(1453012)

297土 12

281 土 12

289 土 12

282 土 12

280 土 12

左右差4ざ以内

左右輪の和

左右差10111111以内 

測定点；シャシフ 

レームとフロント 
サスクロメン取付 

ボルト；前側のボ 

ルト頭下面

左右差45以内

左右輪の和

左右差10111111以内 

測定点；トレーリ 
ングアームとシャ 

シフレーム外側取 

付ボルトのボルト 

頭中心 ‘

4

檍仕

ス
ト
ラ
ッ
ト
マ
ウ
ン
ト
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ

フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

コ
イ
ル
ス

ブ
リ
ン
グ

シ
ヨ
ツ
ク
ア
ブ
ソ
ー

ヘルパ

リヤサスペンション

%%

\/

ネ

仕

貪様

フ

〇

卜

ヤ

ア

ラ

V

メ

卜

仕

様
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仕様
主要緒元

バン系ハイルーフ4シータ(グレード名かろやか）にパワーステアリングをメーカー0；?(エアコン 

とセツト）展開した。

シ

ス

テ

厶

ヤ

ツ
ク
ス

『ィァで 外径(刪) ¢370

最大回転数 4.4

舵 角
内輪（度） 叫。9ぐ +1： 30；

36 -2° 30

外輪（度） 3610 -2° 30"

車両最小回転半径（1X1) 3.9

形 式 ラック灸ピニオン

総合 ギヤ 比 23

使用グリース 協同油脂ワンルーバ30
昭 石 バリアント]\12

転舵角
外輪 内輪

け
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4 — 3 タイヤ8^ホイール

〔1〕タイヤ4ディスクホイール国仕様 
--------タイヤとホイールの組み合わせ---------------

\ 車種

タイヤ \ディスクホイール\

トラック，パネルバン バ ン ディアス

350政積車 350^積車 2001^積車

8X0

811)-8

営農

4\\^0

左記

以外

8X0
郵政

2シータ

左記

以外

01&8
ハ伙0诅3のサン) 
Vルーフを除くソ

01&8
脱サンルーフ車 

及び當レ;う
5.00-12-4？^ 1；^ (前輪）

6？1111^ (後輪） 12X4.006 鲁 #

1451112-61^ 12X4.006 # 瘳 籲

14581112 12X4.006 籲

15581112 12X4.006 1

鲁

〔2〕ホイールキャップ国仕様

參フルホイールキャップをメーカー015として追加した。
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ボディ

5-1 ボディ

〔1〕ボディ.....................................................................5-2

II概要.............................  5-2
〔2〕ルーフトリ厶ふマット.................................... 5-3

II概要..........................................................................5-3

II整備要領........................ “5-5

〔3〕リヤサンルーフ.................................................. 5-6

國概要，…................................................................... 5-6

II整備要領................................................................ 5-6
5—2 ボディ外裝

〔1〕バンパー................................................................ 5-7

II整備要領................................................................ 5-7

〔2〕フロントマスク... .... ................  5-8

国整備要領................................................................ 5-8

変更項目のみ記載，記載なき項目は， 
既刊の新型車解説書.整備解説書を

参照下さい。

5-3 ボディ内装

〔1〕インストルメントパネル................................5-9

国概要..............................................   5-9
〔2〕シートべルト.................................................. 5-10

国概要.........................................................  5-10
〔3〕シート.............................  5-11

国概要.....................................................................5-11
〔4〕大型ドアミラー.............. ...............................5-11

国概要.....................................................................5-11

国主要変更点

5—1ボディ
參シートベルト（丑1^11)大型化およびフルエアミックス化等により取付け穴の位置等を変更した。

參トラック系クラシック車展開により尸パネル，卩ピラーキャブフロアを変更した。
⑩トラック，トラックパネルバン（ハイルーフ車）のルーフトリムを嵌め込み天井方式に変更した。

鲁リヤサンルーフモータ人387 (ユニット，リミット3评一体型）を新装した。

參ディアス系にフロントガーニッシュを追加しフロント廻りをワゴン風とした。

5-2ボディ外装
，トラック系にクラシック車仕様を追加した。

5-3ボディ内装
參ディアス系全車のインストルメントパネル中央部にカップホルダーを展開した。

參シートベルトの冗1^11 (緊急ロック式卷取装置）を変更し，ベルト未装着警報スイッチ位置を変更した。 

，瓜ベルトのバックルは内臓（ウエビング巻量感知スイッチ）を採用した。

-トラック系の助手席シートバックフレームを樹脂製に変更した。

5麵1



5— 1 ボディ

〔1〕ボディ国概要

1.ヒーターフルエアミックス化に伴いヒータ取付け穴 

およびアース取付け穴位置を変更した。

-トラック及びバン系

2.シートベルト（瓦1^1)大型化に伴い開口部を変 

更した。

フレーム

アース取付穴
(5⑺⑺移動）い一々—取付穴

くトラック系〉

3.バン及デイアス系のデッキ八88丫を4分割化した。

(新)

4.クロスメンバ〇 001\0^の成形方法を変更した。 

(ドロー成形—ホーミング成形）

5.その他

參卩パネルに孖グリル取付用穴を設けた。

(デイアス系）

^卩パネルの黒塗り塗装は廃止した。

(デイアス系のみ）

-トラック，クラシック車にフロントマスクが設

定されたので卩パネル，ドピラー0111\キャブフ 

ロアを変更した。
クロスメンバ
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ボディ ルーフトリムマット

2〕ルーフトリムふマット国概要

(1)フロアマット（キャブセンター）

^マットセンタフロア卩とマットセンタフロア及びマットキャブフロアとマットセンターフロアを一体|匕し

て仕様統一（エンビ体）を図った。

く適用車種〉

4シータ

標準ルーフ 2聊80又

ハイルーフ
2界0 80叉クラシック80又さわやか

80乂クラシック80又さわやか

マツトキャブフロア/アツパ
(ニードル）

マツトセンタフロア
㈣〇) マツトキャブフロア/アツパ

(ニードル）

マツトセンタフロア「（ニードル)

マツトキャブフロア（ニードル) 
マツトキャブフロア（卩V〇）

マツトセンタフロア 
(？ソ〇㊉インシュレータ）

マツトキャブフロア 
(？ソ〇㊉インシュレータ）

(2)ルーフトリム

-トラック，トラックパネルバン（ハイルーフ全車）のルーフ材質を変更し嵌め込み天井方式とし（従来 

は貼り天井）作業性を向上させた。

丫る

(取付断面)

トリム8卜!日日丁ノレーフ
(不織布㊉ポリプロピレン)

トリム3円EETフロント
(卩ソ〇㊉卩じ闩)

ガーニッシュルーフ80

く参考〉貼り天井は塩ビ十ウレタン（粘着材付)

(3)ドアトリム（キャブ.スライド)

# クラシック車（ディアス，バン80乂）の加飾部表皮を変更した。（ライトベージュトリコット—スモール 

市松トリコット）
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フロントガーニッシュはクリップ4ケ所止メ （両端）とタッピングスクリュ（中央オーナメント取付座面) 

で固定されている。

ゴン風化とした。更にカバーリヤゲート

これに伴いへツドクリアランス10111111減(4)トラックのルーフトリムの成形方法を型物から平板に変更した。 

となった。（1075111111—1065111111)

(新) (旧)

(5)ディアス系にフロントガーニツシュを追加し，フロント廻りをつ 

をメツキ処理を旋した。

0^ ベ::::: '':::こ匕

。へ:^綠彳9ミニ愈^^譲響】.丨顯驗麵^1鱗！^蜀戀鐵簽遵議露顏顏議^竭
『―:

^ 签
———,

闘

猶て纖'暴'“バ

::'ズ，:...:乂.

^^9
丄ぐ：：で:：ね.V : 乂V，:：;-ベ.:.ビ..ご…

广ツかで^^ザでペ^::ごニハ：

、二て.

丨

1；釋一狗髮~卜
(メツ考処理）

心，…

，ベ：.:;"::ン..Vへハィく々今/ど;:，，ノ

鐵激㈣纖

纖鯆
ね：ド:
ダネ^^’ゾ分ア达

成
一一‘^^^^^^^^^

ミ4^ 1玉:^^^^^：1

ボディ ルーフトリム公マツ

:ぶ:縣#^.:
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ボディ ル^ー フトリム(&マット

國整備要領ルーフトリム 

---------- 脱

く取外し〉

⑴バッテリー㊀端子を外す。

(2)オーバーヘッドシヱルフの取付け部（タッピ 

ングスクリュ4ケ所）を外す。

(3)ルームランプコネクタを外す。

汪意 オーバーへッドシヱルフを手前に引き

バすしこ〇

(4)オーバーへッドシヱルフを取り外す。

注意 ブラケットの位置より手前に引き出す

こと。

,11111

麵齙

(5)両側のガーニッシュルーフを取り外す。

(6)ルーフトリムを取りタトす。

注意 ルーフトリムの中央部を引きおろす様

にして両側の嵌め込み部も引き出す。

11騾央邏

注意 ルーフトリムを引き出す時は折曲げキ

ズがつかないように充分注意のこと

く取付け〉

取外しの逆手順にて行う

注意 両側を嵌め込んでおき中央部を押し込

むようにして取り付ける。
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ボディ リヤサンルーフ

〔3〕リヤサンルーフモータ（一体型モータ八33 丫） 国概要

參リヤサンルーフ車のサンルーフモータ八88丫を新製した。

コントロールユニット，リミットとの一体型モータ八88丫で作業性が向上した。

レール八55ソ

圓整備要領

----------- モータ八33丫 ------------------------------

(1) ルーフトリム外し。

(2) サンシエード八83了を取り外す。

(3) ガラスリツドを取り外す。

(4) モータ八88丫を取り外す。

モータ八88丫を取り付ける。

汪意 モータ八88丫を仮組みし，ハンドルを

約20回まわして確実にギヤとケーブルをかみ

合わせること。

注意 ボディに傷を付けないように充分注意すること。
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く取外し〉

⑴車両をリフトアップし，バンパーステー 

001\11^取付けボルト（8111/1112ケ所X左右）を 

取り外す。

⑵バンパーを取外す0

ステー

く取付けン

取外しの逆順序で行う。

注意

バンパーステーの上側に確実に差し込むこと。

締付トルク〔レ名こ⑺〕

ボルトゐワッシャ

5-2 ^ボディ外装

〔1〕バンパー（クラシック車）圓整備要領⑴フロントバンパー
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ボディ外装 フロントマスク（クラシック車)

2〕フロントマスク（クラシック車）国整備要領 

——脱着---------------------------------------------------------------------

く取外し〉

⑴フロントバンパー八88丫の脱着（バンパ脱着

の項参照)。

(2)フロントグリルを外す。

-スクリユ（6ケ所）

(3)フロントマスク取付けボルト（4ケ所）。

(4)クリアランスカバー（左右共）を外す。

鲁スクリユ（4ケ所乂2)

春フロントマスク取付けボルト（2ケ所父2)

⑸フロントマスクとボディ取付けスクリユ（2ヶ

所）を外すン

⑹ヘッドランプ（左右共）を外す。

(へッドランプ脱着の項参照）

，更にランプを外した後，裏側の取付けボル 

卜（2ケ所X左右）を外す。

(7)室内側よりフロントマスク取付けボルトをゆ

るめる。（左右共）

#ボルト（1ケ所ズ2)

5-8

(8)フロントマスク（左右分割型）を取外す。 

く取付け〉取外しの逆手順にて行う。



3 ボディ内装
インストルメントパネル 概要

デイアス糸全車のインストルメントパネル中央部にカップホルダーを新設定した。

リツド

ホルター

ごース

タッピングスクリュ（2ケ所)

ヒーター変更に伴いダクト系（ノズルドデフ，ダクトセンタベント，ダクトサイドデフ）の形)(犬を変更した〇

ノズルドデフ

ダクトセンタベント



ボディ内装 シートベルト

〔 2〕シートべルト國概要

-シートベルトの(緊急ロック式卷取装置）のタイプを変更した。 

-運転席シートベルトの未装着警報スイッチ位置を変更した。

鲁スリップガイド（サッシュガイド）の形状を変更した。

-シートベルト脱着等は従来と変更はない。

新

新警報スイッチ位置

旧警報スイッチ位置

讎卜勺蔵式)
-

鲁四ベルトのバックルは内臓（ウエビング卷量感知式スイッチ）を採用した。

シートベルトを約250111111引き出した時，コンビネーシヨンメーターのウオーニングランプが消灯する。

新

广：画，..擊ドユー—

-0 - 1 0- /

1！
1丨

010- ^ 71 ぐ

警報スイッチ 
(ウェビング巻量感知式スイッチ)
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ボナイ内装-------シート，大型ドアミラー

〔 3〕シート圓概要

トラック，パネルバン車の助手席シートバックフレームを樹脂製に変更した。（従来は板金フレーム)

パッド

樹脂フレー厶 
(即製）

スプリング

パッド

板金フレーム

この背面には，バックレストを前倒しした時に使用できる 

「カップホルダーをトレイ」

「荷物引掛けフック」

を標準装備とした。

尚，「荷物引掛けフック」は，2つの使い方ができる。

トレイ

一般使用時 バックレスト前倒し時

〔4〕大型ドアミラー国概要

-大型ドアミラーのステーをアルミダイキャストから樹脂製とし，クロムメッキ処理を施した。 

(デイアスクラシック車）

なおデイアスII，デイアス2マレッサは黒色で従来と変わっていない。
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6空調システム
変更項目のみ記載，記載なき項目は，既刊の 
新型車解説書-整備解説書を参照下さい。

6 —1 ヒーターゐベンチレーション

I ................................................   6-2

国整備要領....................................................................6-4
6—2 マニュアルエアコン

II 概要.................................... 6-5
国仕様...................  6-6

国主要変更点

參全車共ヒーターのフルエアミックスタイプを採用した。

，コンブレッサ容量を小型化した。け〇⑺）

^エアコン高圧系配管結合部の軸シール化により信頼性を向上した。
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6 —1 ヒーター8^ベンチレーシヨン

國概要
--,

1)ヒーターのフルエアミックス化を採用した。（全車共）

従来は足元吹出風及びデフロスタ吹出風の温度調整は可能であったが，ベント吹出風は温度調整が不可で 

あった。フルエアミックス化により全ての吹口風温の調整が可能となった。

サイドデフロスタ サイドデフロスタ

〈温風一冷風の吹出し状態〉

フルエアミックス セミエアミックス

① 温風一冷風 温風一冷風

② 温風一冷風 冷風

(フルエアミックス） (セミエアミックス）

叫 合

¢4』
4 V
し:』

デフロスタダクト

フロアフアン

デフロスタベント
+寺^モードドア 

⑽町，1^)

エアミックスドア

ヒータコア

ベントシヤッタ

室内側

モードドア 
(阳八丁）

デフロスタ

ベント

エアミックスシャツタ

室内側

足兀
デフフットシヤッタ

ヒータコア
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ヒーター8^ベンチレーション

ブロアファ モードドア 
⑽问丁，〇日卩)

ま1\1丁)

VEN丁

フルエアミックス セミエアミックス

ヒータコフ

2)フルエアミックス化に伴い下記項目の変更をした。 

(1)フロントヒーターユニット変更 

^フルエアミック用に変更した。

エアミックスドア

ヒータコ了

モードドア、」 
(阳八丁）

室内側

(2)エアコンコントロールユニットの簡素化

春エアコンレジスタ（クーラ.温調装置）回路廃止

(3)ヒーターコントロール照明回路変更

，イルミ回路専用コネクタを廃止し，ブロアファン用コネクタ内へ統合した。

(旧）
(新) 、し — 1^0 ―1

I

ランプ回路図

2
17*0 5

〇ドドべ丨6 3 3,

ド八问37^回路図
ド八问37^回路図

3
4

キヤブ入/〇車 コントロールユニット内部回路簡素化

NA-]\^1备80車 コントロールユニット削除（リレー，は残存）

共 通 エバポレータ八83丫変更（サーモセンサ㊉サーモアンプ）

室
内

ブロアフ
ァ
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ヒーター8^ベンチレーション フロントヒーターユニット

作業宇順については，ダクト系が変更されているの 

みで従来車と同じである。

〈取外し〉..‘抜粋 

⑴バッテリ㊀端子を外す。

(2)冷却液を抜く。

⑶インストルメントパネルを外す。

以下省略

ヒーターユニット取付け016ナット2ケ，ボルト1本)

ノズルドデフ

部を外し，本体を外す。

整備要領 攀 フロント ーユニッ

聯善

竹.
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下記項目を変更した。
(1) エアコンコンブレッサ容量の変更

- 7000 (71710共用）とした（従来110沈）
寒コンブレッサ小型化によりコンブ：6只1^形状及びベルト長さ変更。

着更にコンブレッサブラケットにカバー汨/〇ルーム）を追加した。

(1-キャブ，^-噩朽のみ）

(2) エンジン房内のエアコン部品のレイアウトを変更した。

-エアコン6111ぴ変更 ，，

，高低圧フレキシブルホース形状変更 

-NA-]車のテンシヨナプーリ廃止

(オルタネータテンシヨンによるベルト調整）

⑶エアコン高圧系配管結合部軸シール化し，信頼性を向上させた。

-パイプ継手部の〇リングシール構造の変更

(0リング突きあてシール—軸シール（円筒シール））

⑷クーリングユニットは固定サーモセンサへ変更し，本体にサーモアンプを追加した。 

(これによりエアコンコントロールユニット内のサーモアンプ回路廃止し簡素化）

インテークボックス エバポレータ

N3〇車用エアバルブ

ソレノイドバルブ 
(キャブレータ車のみ)

アクチユエータ

レシーバドライヤ

コンデンサ

コンブレッサ
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マニアルエアコン

国仕様

〈参考〉

メーカ
項 目 一、-〜〜 (株）ゼクセル製旧〇13乜仕様 (株）ゼクセル製！"!ド01343仕様

エアコン 型式 フルエアミックス セミエアミツクス

冷房性能
冷房能力（」丨3) (“3丨小） 2800 (不変） 2800
風 量 (01711) 300 300

冷 ，媒 （封入量が 只ド〇134& (500 ±50^) ^0134^ (5〇0土5〇ポ

コンブレッサ

型 式
ベーンロ'ー タリ型（5枚べ’ーン）

〇研 一07尸
ベーンロータリ型（5枚べーン）

01^-110

容量 、。〇/⑽） 70 110
許容回転数 （「口！11) 7,000 (瞬間8,400) 7,000

潤 滑 油（封入量〇〇) 2/XL-200F^〔全車：120〕 2X1^—200卩〇 車’170〕
^ 200^ 180車： 200」

マグネットクラッチ

型 式 乾式単板 乾式単板
消費電力 （… 36 (25 〇〇 44以下
プーリ有効径 （⑴⑺） ¢104 ¢135

プ ー リ 比-
(クランクプーリ径）

问八車 0.89 (¢>93) 0.69 (¢93)

1^150 ^ 0.95 (¢99) 0.73 (中99)

適合べノ レ ト-
问八車 Vリブド4山

キャブ車： 840 土 5疆車： 825 土 5 Vリブド4山（895)

3 0車 Vリブド4山
920 ±5

Vリブド4山
(パワステ付： 940,パワステ無： 930)

コンデンサ

型 式 マルチフロー マルチフロー

フ
ア 、，

型 式 電動式軸流ファン 電動式軸流ファン

ファン外径 （171⑴） ¢340 (5枚羽根） ¢340 (5枚羽根）
消 費 電力 （心） 120 120

エバポレータ
型 式 ラミネート ラミネート
膨張弁型式 内部均圧式 内部均圧式
温度制御方式 固定サーモ（空気感熱式） 可変サーミスタ（空気感熱式）

レシーパ' ドライヤ 容 量 （00) 250，只ド0134狂 250，^0134&

制御装置

アイドルアップ装置 卩100 孖101)

高低圧圧カスイッチ（ド^/〇⑺2) ^27^1 )でコンブ”サ㈣ 1^27811 )でコン外ッサ哪

加速カット制御
⑽車

(〇八〇巳)
バン4トラック アクセルスイッチ アクセルスイツチ
トライ及赤帽 アクセルスイッチ十車速スイッチ アクセルスイッチ十車速スイッチ

心，1\^1，！\；130車 丑訄？1一 丑0：1；制御 丑皿？1一 瓦011制御
コンプレツサ保護センサ 160。〇時コンブレッサ〇ド尸 160。〇時コンブレッサ〇孖孖

発進カット制御
似車 

(。八阳) 1^11

1，1\；150車 -丑夏？1一 瓦(：11制御 瓦1\^1一 丑011制御

水温カット制御
问八車（0八1^(巳）
问八-^户1，1^80車 一 迟01；制御 一 五017制御

時アイドル回転数 全車110011)111 全車110021)瓜
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7 ボディエレクトリカル
変更項目のみ記載，記載なき項目は，既刊の 
新型車解説書.整備解説書を参照下さい。

〔1〕コンビネーションメータ...................................................7-2

I @ 胃................................................................................ 7-2
〔2〕オーディオ...................... ’................................................. 7-2
II @ 胃................................................................................ 7-2

〔3〕ハイマウントストップランプ…........................................7-3

II 概要..................................................................................7-3
圓整備要領........................  7-3

〔4〕ランプ................................................................................ 7-4
II概要................................................................................ 7-4
国整備要領.............................................................................7-5

国主要変更点

，ディアスII車及びクラシック車を除く全車に新デザインのコンビネーションメータを新製した。
I

^マレッサ車用A]V[/F]V[マルチカセットー体機を設定した。

，ハイマウントストップランプの形状を変更した。（8球バルブ1個）

，トラックークラシック車は丸型2灯式ヘッドランプ（シールドビーム）を採用した。
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ボデイエレクトリカル-------コンビネーションメータ，オーディオ

〔1〕コンビネーションメータ匯概要

-ディアスII車（タコメータ付）及びクラシック車を除く全車に新デザインのコンビネーションメータを採用 

した。

(1) 回り込み照明。

(2) 警告灯，表示灯を下段に集中させた。

(3) 燃料計，水温計を左右に振り分け大きく表示した。

(4) シフトポジションインジケータを大きく表示した。

訄ェ車（似一]\1？1)用コンビメータ

〔2〕オーディオ圓概要

春マレッサ用A]V[/F]V[マルチ五エ只カセットー体機を設けた。（ニューレガシイ共用)

(〇)阳5盯 
01001^

( 013? I〔ヒ〇〇〇)
口 5LI5AI%I 闩沉〇ド鳩20^+20^

日八防 了呢日

1^3 2 3

4 3
㈣副^]-111]) |

5^ ^01 
叩1± 8八し『

三]
31 101)0 丁阳螭卜⑶

II日:日.日^ 〈主な仕様〉
拳出力 20^X2
- 00ブレーヤー接続可

時計機能内蔵

9 車の意匠変更した。（インプレッサ共用)

〈主な仕様〉
，出力 洲
-交通情報受信可

镰 ラジオカセツト付車は継続
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ハイマウントストップランプホデイエレクトリカル

〔3〕ハイマウントストップランプ國概要

參小型サイズ（横175 X縦40111111)のものでバルブは8球（12マー21界1個）を採用した。 

(従来車は12マー13界4個）

圓整備要領

くランプ脱着〉

(1) スクリュ人（1個）とカバーを外す。

(2) スクリユ3 (3個）を夕1し，ハーネスコネクタ

を外す。

⑶ランプ本体を外す。

くバルブ交換ン

(1) スクリユ0 (2個）とハウジング6を外す。

(2) バルブをソケットから外す。

〈参考〉バルブは卩ターン等と同じ（12マ ー21评)

霧
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ランプボディエレクトリカル

〔4〕ランプ（クラシック車）’圓概要
--------フロントランプ 注）リヤランプ関係はディアス車と同じ

春 クラシックは丸型2灯式ヘッドランプ（シールドビーム）である

へッドランプ

サイドターンシグナルランプ 

フロントターンシグナルランプ

#霧..

，丨 11！ 編I ^ 1 ^ ¢4卜^ 1

II 卜
クリアランスランプ

く仕様〉

N0. ランプ種類
1

クラシック

① へッ ドラ ン プ 12又60/50^白色（シールドビーム）

② フロントターンシグナルランプ 12V 21界燈色

③ クリアランスランプ 12マ 5界白色

④ サイドターンシグナルランプ 12マ 5界燈色
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ランプボディエレクトリカル

國整備要領（1)ヘッドランプ (2)フロントターンシグナルランプ

—脱着---------------------------------------------

く取外し〉

⑴車両全面のへッドランプバイザを外す。

籲スクリユ（1ヶ所)。

參ピン(1ケ所)。

漏^^]！燃

&か漏1111

⑵ランプ本体を取り外す0

取付けボルト（3ケ所）部を押し込みながら右 

へ回わすようにして取り出す。‘

(3)ランプコネクタを外す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

——脱着----------- -- ---------------------------------------

ぐ取外しン

⑴車両全面カバーの取付けスクリュ4本を外^し 

て，カバーを取り外す。

(2)ランプ取付けスクリュを2本外してランプ本体 

を取り外す。

(3)ハーネスコネクタを外す。

くバルブの交換〉

⑴ランプ本体を取り外す。

⑶レンズを外す。

(3)ソケットの中にあるバルブを押しながら，左 

に回してバルブを外す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。
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ランプボディエレクトリカル

(3)クリアランスランプ

---------脱着---- --------------------------------------------

ぐ取外し〉
(1)車両全面カバーの取付けスクリュ4本を外し

て，カバーを取り外す。

(2)ランプ取付けスクリュを2本外して，ランプ本

体を取り外す。

(3)ハーネスコネクタを外す。

ぐバルブの交換ン 

⑴ランプ本体を取り外す。

⑵ランプ本体後部のソケットを左に回して外す。

(3)ソケットの中にあるバルブを引き抜いて取り 

外す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

(4)サイドターンシグナルランプ

-------- 脱着-------------------------------- ^---------------

く取外し〉

(1)サイドターンランプの取付けスクリュ2本外 

す。

(2)ハーネスコネクタを外す。

ぐバルブの交換〉

⑴ランプ本体を取り外す0 

⑵レンズを外す。

⑶ソケツトの中にあるバルブを引き抜いて取り

外す。

ぐ取付けン

取外しの逆手順で行う。
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^ 8-1^新設特殊工具

〔1〕エンジン

区分 工具番号 工具名称 用 途

8で 498346800 スバルセレクトモニタ用 

カートリッジ 、

スバルセレクトモニタセットと併用して

£01,瓦〇冗，处8等電子制御システム

の故障診断に使用する。

く參考〉サンバ及びドミンゴ車共用。

給油脂図

N0. 給油個所名 油 脂 名 備 考

1 ラジェータ 冷却水 スバル純正クーラント

2 ェンジン

エンジンオイル スバルモータオイル

8丑（80級）4場(8ド級）

80 (80級)

3 スーノ'?ーチャージャ スバルギヤオイル] 通常はオイル量点検

4 トランスミッション
丁 トランスミッションオイル スバルギヤオイルエクストラー75/80

丑0 V 丁 トランスミッションフルード スバルフルード

5 フロントデファレンシャル フロントデファレンシャルオイル トランスミッションオイル（皿て）に同じ

6 ブレーキ ブレーキフルード スバル純正ブレーキフルード8

7
トランスミッション

メーンシャフトスプライン部

グリース 卩；^2200クラッチグリース

8
アクスルシャフト

ベアリング及オイルシール

グリ-ス シエル6459N

9 0(X1

グリース モリレックスN0.2またはサンライト

丁】 880.6003

10 ブレーキ

ホイールシリンダ グリース ニグループ1^-2 ピストンブーツ内

ノゞ ツ ド
グリース 卩丑〇グリース パッドとサポートの摺動部

パッドとシムの接触面

11
ドラムブレーキシューと

バックプレートの接触面

グリース ブレーキグリース

(ダフコーニング：モリコート7439)

12 ステアリングギヤボックス グリース バリアントグリース]\12

13 ギヤチヱンジレバー摺動部 グリース 出光ダフニコロニクスN0.2

14 その他

ペダル摺動部，リヤゲートヒンジ，ドア

ヒンジ，ドアチェッカ，エンジンフード

ロック部，フューエルフイラリッド

グリース サンライト2号

オートレックス八

コパコート
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サービスデータ

ぐエンジンン 車 種 似棚朽 1-キャブ 8。掘

車 種 齡丑腿 キャブ 80玉腿

スタータ出力

0.651^ (日立）：]\1丁4^0

0.651 (三菱）：噩丁 2胃

0.70胃（三菱）：丑〇冗全車

エンジン型式 £N070

排気量 （¢(0 658

内径X行程 （111111) 56.0X66.8
サーモスタット

開弁温度‘ 78。0

最高出力（ネット）（口8斤1)111) 46/6400 40/6500 55/6200 弁全開温度 93。0

最大トルク（ネット）(1^.111/1^)111) 5.6/4800 5.5/3500 7.1/3800
エンジンオイル油量（ぶ）

約3.0 (㈣

約3.1⑽州圧縮 比 9.8 9.8 9.3

)土 翁1 力 让巨/〇〇!-!^!!! 11.3/300 11.3/300 9.-8/300
〃リブドベルト

のゆるみ

(111111/10^)

〔〕内は継続 

使用の場合

八。〇
9〜11

〔11〜13〕

9〜11

〔11〜13〕

7〜8

〔7〜9〕シリンダへッド歪み限度(111111) 0.05

シリンタへッド研磨限度（1X1111) 0.10
A^^+A/^

5〜6

〔6〜7〕

5〜6

〔6〜7〕シリンダブロック歪み限度（111111) 0.05

-シリンダプロック研磨限度（胃） 0.15
80

6〜8

〔7〜9〕スバークプラグ

くキャブ赤帽および1^0〉

船仄：, ^66-11 \
\(白金プラグ)/

N0 :獅1^1111 アイドル0 0濃度 0.5%以下 1，5±0,5% 0.5%以下

スパークブラグギャップ（111111) 1.0〜1.1白金プラグ0.7〜0.8 アイドルII 濃度
500^111

以下

800卯 111

以下

500卯 111

以下

イグニッシヨン

コイル

1次コイル抵抗 0.850 1.20 0.950 冷却水容量（0 (リザーブタンク含) 約6.5 6

2次コイル抵抗 13.01^0 26.0X0 10.01 点 火 順 序 1- 3 - 4㈣2

点火時期00711)111 107800 67800 107800 燃料圧力 

(はた!^)

10 8界〇時 約3.1

バルブクリア インテーク 0.15 (冷間) アイドリンク時 約2.6

ランス （111111) ェキゾースト 0.20 (冷間) ぐトランスミッションン

へッドボルト 

締付けトルク（冷間)

3.01^.111で締付後一旦ゆるめ2.0峰. 
にて締付後，更に90°締付ける。 
[参考]

この時締付トルクは
3.5〜4.01^-111の範囲になる。

マニホールド
締付けトルク
N-111〔は，111〕

オルタネータ

インテーク 15.7±1.0 11.6+0.1〕

ェキゾースト 34.3 土4.9〔3.5土0.5〕

ギヤオイル量

トランス 

ミッション

(交換時）

出 力 12卜55八

()は厶/〇^だ付

12マ ー45入

(鹽 一50八)

厦 一55八

2

〇

4

〇

5^ 約1.9ぶ

セレクティブ

約2.1で

デフロック，フリー 

ホイールアクスル付
約2.2で

5爾 約1.9¢

フルタイム 5蕭 約2.0ぶ

調整電圧 145マ ギヤオイル 
(フロントデフ

量

丑〇ャ！1フルード量

0.8名

(フリーアクスル付： 0.9 0

2誦： 2.7〜3.0 6 

4^0 : 3.9〜4.2名
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サービスデータ

12” ラジアル
15531112
14581112

12”バイアス

12” ラジアル
1451112

リヤホイール 

アライメント

V，

トレーリング 

アーム取付ボ 

ルト中心

キャンバー（度)

1 ノ（111111)

サイドスリツプ(1111X1)

跑

上

咼

(111111)

12”バイアス

12” ラジアル
1451112

デ
イ
ア
ス
系

12” ラジアル
15581112 
1458只12

(^5041

心1土3

0土 5

299 土 12 297 土 12
(、ぐ、,マ?. \

286 ±12 281 土 12
(バン系)

282 土 12 
280 土 12

V

フロントク〇 

スメンバー下 

面の取付ボル 
卜の頭部 ノ

地

上

高

(111111)

338 ±12

321 土 12

321 土 12

ライニング

(ドラム内径)

ハンドブレーキレノ《一

バッテリ型式（）は

5時間率容量を示す。

デイスクホイール

(スペア々イセ尽除ビ）

標準

限度

操作力

引き代

標準

寒冷地

オフ 
セツ1

180111111

182.2

20^

7〜9ノッチ

268171^

(12孓21沾)

38220乙 
(鮮28湖

38820乙， 

(12从28細

386201^
(12孓28湖

45.0

100

5.00-12-41^61^
(前）（後) トラック

2.2 (3.0)

14511124？只 2.2 (3.0)

5.00
ノくン

2.2 (3.0)

1451112-61^ 2.2 (3.0)

14581112
ディアス

2.2 (2.2)

135/951112(0？) 
79/771^1558尺12

2.0 (2.2)

タイヤ空気圧 

(扭/〇)!)

定積時を示す 

()後輪

くボディー〉

フューェルタンク容量

フューエルポンプ
吐出量1/11 80

2彻

40ぶ

15

95

アクスルナツ：

締付けトルク
(1^.111)

フロント

ヤ
ホイールサイズ

ホイールナツト締付けトルク

20。
(3(^以内増締)

6.0 15.0

12X4003

8〜10.01^111

ラジェータキャップ 
開弁圧 峰た11！

正圧側 0.9 土 0.15 ステアリングホイール 〇〜25111111

負圧側 — 0.05以下

ブレーキペダル
(111111)

遊び 1〜3 舵

床板とのすき間 110以上

内側 36。25 ，十1〇30,
一2〇30

外側 33〇10 ，十1〇30, 
一2〇30

クラッチペダル
(111111)

遊び 10〜25

床板とのすき間 90以上

ディスクロータの厚さ

(111111)

標準 18111111

限度 15.6111111

キャンバー（度) 1。土 451

フ〇ント 

ホイ'ール 

アライメン

キヤスタ（111111) 3〇50！±！

デイスクバッドの厚さ 標準 9111111

限度 1.0111111

つノ (1X1111) 取1±3 ライニング厚さ 標準 斗. 4111111

サイドスリツブ(111111) 0土 3 (111111) 限度 1.7111111

テ
ィ
ア
ス
系
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^8-4 ^電気自動車

〔サンバー電気自動車〕

ぐ主要変更点〉

-前記ベース車での変更点以外に電気自動車専用として，下記の項目が変更になりました。

1.外装色追加

2.

響

81)又にストリームシルバー]VI (605)を追加した。

-クラシックはベース車で新設定のアイボリ/ミディアムグリ 

補助バッテリはクラシック車と同じクロスメンバー上 

に取付位置を移動しました。

(変更部品）

メインヒューズ

クロスメンバーおよびバッテリーボックス 

リヤハーネス（バッテリーケーブル）

コード肋
ンの2トンに変更した。〔6只8 (645/650)1

3.ヒーターユニットはベース車と同様フルエアミックス 

用のものを採用した。

1^0ヒータ可変レジスタ，0卩卜8界は従来通 

りです。

フルエアミックスわ

4.電動パワーステアリング8丫8の採用旧〇义はエアコンとセットでメーカ0？展開]，[クラシック車と郵政は 

標準展開]

春ベース車のステアリング人887を使用し，コントロールユニット[只〇噩変更]，フロントハーネスを一部

電気自動車用にアレンジしました。

参考ン

コラム八88^は7インチマスターバックのためドミン 

ゴ用を流用する。
電動或ゆ13

-
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電気自動車

〔車両.エンジン.トランスミッション型式一覧〕

ボディ 車両型式 エンジン 駆動方式 グレード トランス
ぐツン3ン

車両型式 
記 号

〇卩コード 類別区分 
番 号

サンバー丑〃 
バンハイルーフ

孓1^3改 2觀 31)又 5體 490改

サンバー丑ソ 
バンハイルーフ

%研3改 2葡 5體 490改

サンバー丑ソ 
デイアス

孓1^3改 2觀 〇1&5
クラシック

5蕭 490改

くモータ型式説明〉

七ーグー

型式 仕向地

^[T 国内

國打刻開始N.0

く車両〉研3 (右側フレーム外側面中央）
ノ ご/4-壬:"！ \ 一ーウ〇 ,1二、/ づ ^ …ご，—、ノ ⑺1 Iハハ ⑺VI了ハハ ^^T\ア0ハ 士.、、日入、由^^^; 、、士 .4-\仁： 5し/ ズーユノ ノレ|、ノノ ノ\ペンノゴ〆Vよ，丄丄VI〇リ,丄¥¥0り，丄10リ^!:ひ匕〇您甘、,&しし'/4 3； 3 〇
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(3 〇

0「8
0厂8

7ク0ル5^

¢0
3 4 5 6 8]

(03) メイン，コント

㉚ 00/00

6

03

&
68

7-ス 00/00

0- 8
8

3
4 

2 
1

00フひ卜

制9
@路

き

马。(@)

㉚
八/〇

2
I

(030)

0从

8厂

8厂ゞ
2
3

か

〇

〇

メ〇ヒ1，又. 
本.，クス

⑥

13

げ二:ノ3ンストチ

5丁 太〇〇 〇矸 7

〇 ？ 9 8
6 6 為。(：

9 51

〇 6 (6

⑩
5

4

3
2

V

@)
フラ，チ5贫

41
2

⑩
8し

8^

ヒュイ本、フス
し

8 丫
81

8 丫

81

し

N0. 7，15裊-〇" N0.12/10^ ~0\^

1

N0.4ハ5為 ^~〇\〇" 
N0.3パ5成

㊀ 0-
〇 〇
0 ㊉9
〇 〇
㊀ ㊉
〇 〇
@ 0
〇 〇
0
〇 〇
㊀ 0

⑩
皆
-0-°

「V
广（5

2

し丫

し

@)
内6 丫

2
6只

が，约删12的 ㉚

^5"&

¥6
01

8(?

86
舞
鲁

⑩⑥

⑩⑥
8丫
蝣6

4

1
8 丫

从6

ァ㈠

1
2

尺6

8

獅

(5嫌：面玟パ，テリ）

@) @)
〇广V
七『6

し丫

し

6 丫

6只

4

5 

1 
3 

2
6

〇厂V
0厂6

し丫

乙

6 丫
6¢

充電器 <08)

^4八丨“充5 
5^ 終了

匚
4

8
3

9

2
7

10

6罾

6 6
8「V 8「曾

日け 8け

¥6 ¥0

〇厂8 0厂8

〇厂 〇厂

⑩㉚
6貨

2
4

3

1

0
8厂貨

8厂只

2
1
4

3

し〇只

¥6

〇广

〇厂

&) @)

こ❻采八/〇搴〇 
八/〇タイ，クウ4各 
華淹のこと

⑩⑥

丁 075\^

卜六、ラン”.-^^35)

1(?

初 2
0

4X 1

3
つと

8冒

8 すの
0 ------------------------------------------------- 4

IV⑽〇デ

4

03

12 :
6



フー

3ントローラ

コンタクター

⑱ ⑩⑧ (^)

IV 4 # IV IV
18 し8

11
4代 し8 し8

108 108
10
8

し〇8 し〇8
80 丄
80

了
2
1

〇

6
8

9

10
6^ —4

3} 8

(@)

① |1 :)1

10

2

3

I X
6貨

⑧⑱

<8)

⑱.

⑧
6譬

8

\1 \1

十8

2
7クI！ル5貨

(卜4ラガ

(034)
…0 

70^-9
V

已

81

ド75^(111)
~1"〇"

1¢
巳

，？5^(1？9)

6

⑱

⑱

パ

2
6

>4

I

ぬが

兄V
2

。/〇 ハ.，ク5丨

丫卩 丫只

1(

VI？
10 丫貨 了 V

I6 丫 8 丫 8
〇

丫 8 丫 8
5

10 8 8
1〇 〇

8
6

V：
丫〇 丫 6

13 I 13

丫（5
パ

多
19

11
1¢

IV

16
5
12

IV

し6

⑱.

1¢

8只

20

1に

し6

ル

食I⑽9⑱
3ンビト9

16

し6

¢33)

6！放巧，テリ 
の！!箱合

⑥⑱
81？
VI？ 16

8只

IV

し6

8纪

14

15

16 

18

コントロール-カード

:/卜0— ラ

托八〇丫

8X1“

〇1ウ4

チ”:/

1-9才がーヒ4 
-0—

8X1 €N0

8奵¢N6し酿
愚

撕〇明し抓
―^― 

04？ 010
―^― 

8X1 0116 1^1
―^―

⑩

9
路

N
3

&、、卜
十3

幸6
4.
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(全体回路コネクタ)

N0.1

11

N0.6
17

23

N0.12

2

N0.2 N0.3 10.4 N0.5

12

N0.7
18

13

N0.8

14

N0.9

15

N0.10
21

29

24

N0.13

25

N0.14
30

26

N0.15

27

N0.16

28

N0.17
33

ヒ1-ス'80ズ

⑩黑

⑩

⑩

⑱靑

1
10

1 2 3

XI1 5

⑯
1 2 X
5

痛
3 3 7

2 4

N0.1 犯
8

メ〇ヒ广;^80乂

⑧育
3 - 一一 ^^^ 〇

1 2 3 4
N9

1 1
へ 7 3 9

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
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獅黑

门 |1 画 1 11 门 1

1 2 3 4
—
3 3 7 3 3 10 11 1

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

⑯
⑩
⑩黑⑩

⑩黄

门 门 1 | | 1 厂 门
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働橙
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〇
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